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研究成果の概要（和文）：日本人移民および日系アメリカ人の歴史を理解し、正しく認識するた

めの中等教育の社会科系教科・科目の新しい教材として、ハワイおよびアメリカ西海岸に残る

日本人町とそこにある日本人・日系人のための施設、日本人・日系人墓地にある墓石、移民を

送り出したことが分かる日本にある石碑などを撮影した写真、現地で発行された日本語新聞の

記事や日本人移民・日系アメリカ人の体験記録や回顧録が有効であることが明らかにした。 

 
研究成果の概要（英文）：In order to develop new social studies teaching materials that 
high school students can use to properly understand the history of Japanese immigrants 
and Japanese Americans, I brought to light pictures of Japanese towns and cemeteries in 
Hawaii and the U.S. West Coast , Japanese newspapers published in those place, and 
reminiscences written by Japanese immigrants and Japanese Americans.  
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１． 研究開始当初の背景 
 本研究を開始するに至った動機は、現在の
中等教育の社会科系教科・科目において欠如
していると思われる日本人移民と日系アメ
リカ人の歴史についての教材を開発する必
要があると考えたことにある。 
その背景として、次の２点を挙げることが

できる。 
 
(1)現在、グローバル化の進展によりモノ・
カネに加えてヒトの国境を越えた移動が増
加し、日本においても 1990 年代以降、労働
や移住を目的とする外国人の流入が急増し
た。将来的にも少子高齢化が進むと予想され
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る日本社会において外国人労働者のさらな
る確保が必要とされている中で、マイノリテ
ィとしての外国人の問題が顕在化している。
その問題には、言葉の違いによるコミュニケ
ーション不足や制度の未整備による生活上
の権利の侵害に加え、日本人の異文化に対す
る認識不足や誤った認識から生じる偏見や
差別がある。 
とりわけ外国人登録者の約 20％を占める

日系人に対する偏見や差別は、日系人という
存在自体についての認識不足や誤った認識
が原因であると思われる状況があるからで
ある。それは、一般的に日本に暮らす日系人
の多くが、名前や容貌が日本人的であるにも
かかわらず、日本語会話能力は低く、文化的
にも日本ではなく出生地のものを受け継い
でいる人びとが多いためである。 
 
(2)現在日本に住む日系人は、1880 年代から
1960 年代までに、おもに西日本各地から、ハ
ワイや南北アメリカ大陸各地へ、労働、つま
り金銭獲得を目的に移民した人びとの子孫
である。このため、移民には、「貧困であっ
たが故に、日本から出て行かざるを得なかっ
た人びと」、「日本を捨てて出て行った人び
と」、「日本から見捨てられた人びと」などの
否定的な見方を伴ったイメージがある。この
ため、現在の日系人に対しても、偏見を持た
れがちである。 
また、現在、日本から海外駐在や留学など

によって海外で日系人と仕事や生活の上で
接触することが増えているが、ここでも日系
人についての認識不足や誤った認識によっ
て、同様な問題があり、互いに敬遠したり、
無視したりするような状況が生じている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は、以下の２点を可能とする
ために、日本の将来を担う子どもたちが、日
本人移民および日系アメリカ人に対する誤
解や偏見を持つことなく、かれらの歴史を理
解し、正しく認識するための新しい教材を開
発することである。 
 
(1)中学校歴史的分野および高校地理歴史科
日本史の授業では、中学生や高校生が、近代
日本社会の形成過程において多くの人びと
が日本から海外へ移住した事実とその背景
を認識することで当時の日本社会の状況を
理解するとともに、アメリカ合衆国などの移
住先で日系人が経験した歴史を理解し、正し
く認識することで、現在も日系人が存在する
ことの意味を理解し、また、日系人に対する
認識不足や誤った認識から生じがちな偏見
や差別などの問題を未然に防ぐことができ
る。 
 

(2)高等学校地理歴史科世界史では、19 世紀
後半から 20 世紀初頭における世界的な移民
の活動について学習、とりわけアメリカ合衆
国への移民の急増を同国の多民族多文化社
会化および経済的発展の原因と捉える中で、
日本の高校生にとって比較的身近に思われ
る日本人移民および日系アメリカ人の歴史
を理解し、正しく認識することで位置付け、
世界史学習に対する意欲・関心を高めるとと
もに、世界史上の移民についての認識を深め
ることができる。 

 
３． 研究の方法  

中等教育段階における日本人移民及び日
系アメリカ人の歴史を理解し、正しく認識す
る教材開発を行うために、概ね次のような順
で調査研究を行った。 
 
(1)カリフォルニア州（おもにサンフランシ
スコとその周辺）、ワシントン州（おもにシ
アトルとその周辺）およびハワイ州（おもに
オアフ島ホノルル、ハワイ島ヒロとコナ）を
訪問し、日本人移民・日系アメリカ人の歴史
を扱う諸機関や移民史資料館を訪問し、当時
の新聞や写真、VTR などの第一次史料を収集
するとともに、日本人移民および日系アメリ
カ人史に関わる史跡・施設を探し、教材とな
る資料を収集した。 
 
(2)訪問先で日本人移民および日系アメリカ
人の歴史を研究し、カリキュラムや教材を開
発している教育関係者にインタヴューして、
その方法論や工夫などを聞き取った。また、
日本人会や県人会など現地に住む日系アメ
リカ人のコミュニティ関係者を訪問し、イン
タヴューして、現在の日系アメリカ人のアイ
デンティティや歴史認識を理解した。 
 
(3)日本で入手可能な20世紀初頭からハワイ
およびカリフォルニアで刊行されてきた日
本語新聞については、マイクロフィルムを購
入して記事や広告を読み取り、当時の日本人
移民および日系アメリカ人の動向・考え方な
どを認識することのできる記事や広告を選
び出した。 
 
(4)教材集および学習指導案、教授書などを
作成し、日本社会科教育学会など社会科教育
関係の学会で発表を行った。 
 
４．研究成果 

３年間の調査研究を通して、中等教育の社
会科系教科・科目において日本人移民・日系
アメリカ人の歴史を理解し、正しく認識する
ため効果的な教材を新たに発掘、収集するこ
とができた。 

それらの教材は、視覚教材と読取教材に大



 

 

別することができる。 
 
(1)視覚教材は、次の３つの範疇に分けるこ
とができる。 
 
①日本人・日系アメリカ人が現地で生活して
いた状況を理解することができる視覚教材
である。サンフランシスコやサンノゼなど今
も存在する日本人町、およびシアトルやホノ
ルルなどにあるかつての日本人町の跡、そし
てそこに現在も存在する日本料理を提供す
るレストラン、日本製品を販売する商店、ホ
テル、仏教寺院、神社、日本人移民・日系ア
メリカ人のコミュニティのための施設など
の外観と内部の様子である。また、そこで見
ることのできる日本料理（寿司、天ぷら、麺
類、丼物など）、年中行事（正月、ひな祭り
など）、さくら祭り、盆踊り、慰霊祭などの
コミュニティの行事も対象となる。これらは、
現在の日本にあるものとの共通点や相違点
を考察することで、中・高校生が文化的な継
続性や変容を認識するのに有効である。 
また、ほとんどの日本町には、日本人移民

史資料館や日本文化センターがあり、日本人
移民・日系アメリカ人の当時の日常生活が分
かる品物や書類、写真などが展示され、また、
第二次世界大戦中に西海岸諸州の日本人移
民・日系アメリカ人が収容されていた転住セ
ンター（強制収容所）の内部が復元されてい
るのも教材として有効であることが分かっ
た。 
 
②日本人移民・日系アメリカ人の死亡・埋葬
についての状況を理解することができる視
覚教材である。サンフランシスコ近郊のコル
マ、ホノルルのマキキ、ハワイ島ヒロのアラ
エなどにある日本人・日系人墓地も教材とし
て有効なものであることが判明した。すなわ
ち、日本人・日系アメリカ人のための墓地が
あること自体、日本人移民や日系アメリカ人
がアメリカ社会の中で差別されてきた証拠
である。 
墓石に刻まれた被葬者の生没年、年齢、日

本での原籍地名などから被葬者の置かれた
状況を知ることができる。生没年からは死亡
時の年齢も判明するが、加えて、例えばハワ
イの砂糖プランテーション地帯にある墓地
では、乳児や幼児での死者が多いことから、
その当時の過酷な労働状況や劣悪な育児・衛
生環境が推測できる。また、原籍地名からは、
広島県、山口県、福岡県、熊本県など移民送
出が多い地域内部の地理的特徴が分かる。こ
のような日本人・日系人墓地の具体的状況は、
いまだ、日本では文献的にも紹介されておら
ず、墓石に刻まれた文字を写真撮影して教材
として利用することは、価値があると思われ
る。 

③日本国内の地域で、移民を送出したことが
分かる視覚教材である。例えば、移民送出を
記念した石碑や、移民先から日本の寺社に寄
付をしたことを記した石灯篭や石碑などに
刻まれた日本人移民・日系アメリカ人の住
所・名前などである。具体的には、多くの移
民を送出した広島市内の海岸地域にある神
社でそれらを撮影して教材とすることがで
きた。 
 
(2)読取教材としては、移民先のアメリカ本
土やハワイで当時発行された日本語新聞や
コミュニティ誌と、日本人移民や日系アメリ
カ人によって書かれた体験記録や回顧録が
教材として利用できることが分かった。 
 
①日本語新聞には、世界的なニューズ、アメ
リカ国内およびハワイのニューズや、日本国
内のニューズのほか、日本人・日系人コミュ
ニティに関わる情報、広告などが掲載されて
いる。日本のニューズは、移民先の人びとが
遠く離れた故郷日本の出来事に関しても関
心を持ち続けていたことが分かる教材とな
る。コミュニティに関わる情報では、祭り・
法要などの行事や人びとの動静が分かる記
事のほか、求人・求職、不用品の引き取りな
どを知らせる掲示板があり、コミュニティ内
の人びとが必要としていた情報からその生
活の一端を知る教材として使用できること
が分かった。 

広告欄には、日本人・日系アメリカ人が経
営する商店、レストラン、旅館、運送業者、
旅行代理店、医者などが広告を載せており、
彼らの経済活動を知ることができるだけで
なく、日本人・日系アメリカ人が自分たちの
言葉が通じる同胞が経営する施設を積極的
に利用していたことが分かる。それは、逆に
言えば、アメリカ人や他の民族の施設を利用
し難い状況が想像でき、当時の日本人移民・
日系アメリカ人コミュニティの閉鎖性を知
ることができる教材として利用できること
が分かった。 
 
②日本人移民や日系アメリカ人によって書
かれた体験記録・回顧録は、近年、かなり多
く出版されている。移民初期の 1880～90 年
代のもので移民する動機や契機、背景が分か
るものは少ないが、それ以後の、二世・三世
によって書かれたものは、日系アメリカ人の
苦難の体験を知るための教材として有効で
あることが分かった。それは、日本人移民だ
けでなく、アメリカ生まれで市民権をもつ日
系アメリカ人でありながら、アメリカ社会の
中で差別や偏見に苦しむ状況が記録されて
いるからである。   

とりわけ、日本軍の真珠湾攻撃以降、日本
人移民・日系アメリカ人が他のアメリカ人か



 

 

ら受けた攻撃的態度、一世である日本人移民
とともにアメリカ市民権をもつ二世・三世な
ど日系アメリカ人が居住地の西海岸から財
産を処分して内陸の転住センターへ強制収
容されたこと、二世や三世の一部がアメリカ
軍（陸軍第 442 戦闘連隊など）へ志願しヨー
ロッパ戦線で献身的に戦い功績をあげて戦
後の日系アメリカ人の地位向上に貢献した
ことなどついての記述は、彼らがおかれた状
況や彼らの考え方をよく表しており、日本の
歴史や世界の歴史との関連性もあり、教材と
して効果的かつ適切であることが明らかに
なった。 
 
以上のように発掘、収集した教材は、実際

に学校現場で使用されて初めて有効な教材
であるといえる。そのためには、これらを公
にする必要があるが、その手段としては、一
般的に行われる冊子としての出版ではなく、
むしろ、直接、学校の授業で利用できるよう
な CD-ROM での配布や、ウエッブサイトでの
公開が望ましいと思われる。現在のところ作
成中であり、まだ完成していない。また、単
に教材を提供するだけでなく、同時に、教材
を効果的に使用するための解説、学習指導案、
教授書を作成する必要があることが、明らか
になった。 
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